
総論①　人口 地域を考える基礎的な条件となる人口について、年齢階級別に推移を概観します。 茨城県潮来市

①人口推移 人口マップ>人口構成　→　☝「人口推移」 ②人口ピラミッド 人口マップ>人口構成　→　☝「人口ピラミッド」 ③自然増減・社会増減の推移 人口マップ>人口増減　→　☝「グラフを表示」

男性 女性

④人口増減率の比較 人口マップ>人口増減　→　（ダウンロードデータより作成） ⑤高齢化率の比較 人口マップ>人口構成　→　（ダウンロードデータより作成）

2010年→2015年 2015年

【出典】 総務省「国勢調査」【出典】 総務省「国勢調査」

2015 2045

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

【注記】 2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に基

づく推計値。

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

【注記】 2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に基

づく推計値。

【出典】 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」再編加工

【注記】 2012年までは年度データ、2013年以降は年次データ。2011年までは日本人のみ、2012

年以降は外国人を含む数字。
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・総人口と年齢３区分別人口の推移を示しています。
・「総人口のピーク」「老年人口の増加傾向」等、自地域の人口変化の

概要を把握できます。

・男女別・5歳階級別にピラミッドで表示しています。
・将来の高齢者層の大きさ、生産年齢人口の減少等も視覚的に把握す

ることができます。

・現在までの人口推移に「出生・死亡による自然増減」「転入・転出によ
る社会増減」の2つの要因が与えた影響を確認できます。

・人口増減率について、自地域の水準を把握することができます。
・人口増減の状況について、他地域（最大30地域）との比較により、自地域の立ち位置を確認できます。

・高齢化率について、自地域の水準を把握することができます。
・高齢化の状況について、他地域（最大30地域）との比較により、自地域の立ち位置を確認できます。

推計値実績値
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総論②　産業 地域産業に関する全体的な傾向を、事業所数、従業者数、産業大分類別構成比等により概観します。 茨城県潮来市

①企業数・事業所数・従業者数の推移 ②産業大分類別に見た売上高（企業単位）の構成比
産業構造マップ＞全産業＞企業数・事業所数・従業者数（事業所単位）　→　☝「グラフを表示」 産業構造マップ>全産業>全産業の構造　→　☝「横棒グラフで割合を見る」

2016年

③産業大分類別に見た従業者数（事業所単位）と事業所数 ④産業大分類別に見た付加価値額（企業単位）
産業構造マップ>全産業>（事業所数・従業者数（事業所単位））　→　（ダウンロードデータより作成） 産業構造マップ>全産業>全産業の構造　→　（ダウンロードデータより作成）

2016年 2016年

2014年 2012年

【出典】 総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

【注記】　企業数については、会社数と個人事業所を合算した数値。従業者数は事業所単位の数値。

【出典】 総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工 【出典】 総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

【出典】 総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

【注記】 凡例の数値は選択地域の数値を指す。

8
,7

2
4
 

4
,0

7
8
 

3
,5

3
9
 

1
,9

7
8
 

1
,3

1
7
 

1
,0

6
1
 

7
4
1
 

7
1
4
 

6
9
5
 

4
8
6
 

2
2
0
 

1
7
4
 

2
5
 

8
 

0
 

0
 

0
 

0
 

1
.9

4
 

2
.3

6
 

0
.6

2
 1
.1

6
 1
.6

6
 

0
.8

9
 

0
.5

4
 

0
.5

7
 1
.1

6
 

0
.7

6
 

4
.0

1
 

0
.2

2
 

0
.3

0
 

0
.0

1
 

0
.0

0
 

0
.0

0
 

0
.0

0
 

0
.0

0
 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

卸
売

業
，

小
売

業

建
設

業

製
造

業

医
療

，
福

祉

宿
泊

業
，

飲
食

サ
ー

ビ
ス

業

サ
ー

ビ
ス

業
（

他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

）

運
輸

業
，

郵
便

業

学
術

研
究

，
専

門
・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

教
育

，
学

習
支

援
業

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
，

娯
楽

業

鉱
業

，
採

石
業

，
砂

利
採

取
業

不
動

産
業

，
物

品
賃

貸
業

農
業

，
林

業

情
報

通
信

業

漁
業

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

金
融

業
，

保
険

業

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

付加価値額（企業単位）（左軸） 特化係数（右軸）
（百万円） （特化係数）

2
,3

6
8
 

1
,5

5
6
 

1
,0

5
0
 

1
,0

0
8
 

6
9
5
 

5
9
9
 

5
5
1
 

5
1
0
 

2
5
8
 

2
5
3
 

2
0
1
 

1
1
5
 

1
0
8
 

5
3
 

2
4
 

4
 

0
 

0
 

3
3
6
 

1
1
3
 

1
7
4
 

1
8
1
 

5
7
 

1
2
8
 

3
0
 

6
7
 

3
3
 

4
7
 

2
0
 

8
 

5
6
 

5
 

3
 

4
 

0
 

0
 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

卸
売

業
，

小
売

業

製
造

業

建
設

業

宿
泊

業
，

飲
食

サ
ー

ビ
ス

業

医
療

，
福

祉

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
，

娯
楽

業

運
輸

業
，

郵
便

業

サ
ー

ビ
ス

業
（

他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

）

教
育

，
学

習
支

援
業

学
術

研
究

，
専

門
・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

金
融

業
，

保
険

業

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

不
動

産
業

，
物

品
賃

貸
業

農
業

，
林

業

鉱
業

，
採

石
業

，
砂

利
採

取
業

情
報

通
信

業

漁
業

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

従業者数（左軸） 事業所数（右軸）（人） （事業所）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

潮来市

茨城県

全国

農業，林業(0.1%) 漁業(0.0%) 鉱業，採石業，砂利採取業(0.5%)
建設業(16.3%) 製造業(16.2%) 電気・ガス・熱供給・水道業(0.0%)
情報通信業(0.0%) 運輸業，郵便業(1.5%) 卸売業，小売業(53.6%)
金融業，保険業(0.0%) 不動産業，物品賃貸業(0.6%) 学術研究，専門・技術サービス業(1.2%)
宿泊業，飲食サービス業(2.6%) 生活関連サービス業，娯楽業(1.1%) 教育，学習支援業(0.9%)

10,451 

9,392 

9,500 

9,353 

8,800

9,000

9,200

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

2009 2012 2014 2016

（人） 従業者数1,371 

1,290 

1,279 

1,262 

1,200

1,220

1,240

1,260

1,280

1,300

1,320

1,340

1,360

1,380

2009 2012 2014 2016

（事業所） 事業所数
1,161 

1,099 

1,087 

1,058 

1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

1,140

1,160

1,180

2009 2012 2014 2016

（社） 企業数

・付加価値額の面から、自地域において稼ぐ力の大きな産業を概観します。
・特化係数が１よりも大きな産業は、全国傾向よりも構成比が大きくなっており、特徴的な産業と言えます。

・自地域の主要産業を産業大分類別の従業者数（事業所単位）および事業所数の観点から概観します。

・売上高（企業単位）について、産業大分類別の構成比を他地域と比較します。
・自地域において構成比の大きな産業、他地域と比較して構成比の小さな産業等、産業の特徴を概観できます。

・地域産業全体の推移を、企業数、事業所数、従業者数の推移により概観します。
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各論①　人口増減・地域間流動 転入転出、通勤通学による人口流動等、周辺地域とのつながりを人口の面から概観します。 茨城県潮来市

①出生数・死亡数 / 転入数・転出数 人口マップ>人口増減　→　☝「グラフを表示」 ②男女別人口・合計特殊出生率の推移 人口マップ>人口の自然増減　→　☝「合計特殊出生率と人口推移」

③年齢階級別純移動数の時系列推移 ④転入数・転出数の上位地域 ⑤流入者数・流出者数の上位地域
人口マップ>人口の社会増減　→　☝「人口移動（グラフ分析）」 人口マップ>人口の社会増減　→　☝「From-to（定住人口）」 まちづくりマップ>通勤通学人口　→　☝「地域間流動をグラフで見る」

【出典】 総務省「住民基本台帳人口移動報告」 【出典】 総務省「国勢調査」

【出典】 総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

【注記】 2015年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に基づく推計値。

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、総務省「住民基本台帳に基づく人口、

          人口動態及び世帯数に関する調査」

【注記】 2015年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に

         基づく推計値。

721人 797人 4,200人 8,248人

【出典】 総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成

流出者数内訳（2015年）

1位 茨城県鹿嶋市 (2,670人)
2位 茨城県神栖市 (1,929人)
3位 茨城県行方市 (1,033人)
4位 千葉県香取市 (692人)
5位 茨城県稲敷市 (482人)
6位 千葉県成田市 (262人)
7位 茨城県鉾田市 (201人)
8位 茨城県水戸市 (115人)
9位 千葉県千葉市 (90人)
10位 茨城県土浦市 (71人)
その他(703人)

流入者数内訳（2015年）

1位 茨城県鹿嶋市 (1,268人)
2位 茨城県行方市 (872人)
3位 茨城県神栖市 (649人)
4位 千葉県香取市 (421人)
5位 茨城県鉾田市 (208人)
6位 茨城県稲敷市 (202人)
7位 茨城県水戸市 (43人)
8位 千葉県東庄町 (36人)
9位 茨城県土浦市 (32人)
10位 千葉県銚子市 (32人)
その他(437人)

転出数内訳（2018年）

1位 茨城県鹿嶋市 (152人)
2位 茨城県神栖市 (102人)
3位 茨城県行方市 (44人)
4位 千葉県香取市 (28人)
5位 茨城県つくば市 (26人)
6位 千葉県成田市 (21人)
7位 茨城県土浦市 (16人)
8位 茨城県水戸市 (16人)
9位 東京都大田区 (11人)
10位 茨城県稲敷市 (10人)
その他 (371人)

転入数内訳（2018年）

1位 茨城県鹿嶋市 (122人)
2位 茨城県神栖市 (89人)
3位 茨城県行方市 (50人)
4位 千葉県香取市 (34人)
5位 茨城県水戸市 (24人)
6位 茨城県鉾田市 (22人)
7位 東京都江戸川区 (13人)
8位 茨城県稲敷市 (12人)
9位 茨城県つくば市 (11人)
10位 茨城県土浦市 (11人)
その他 (333人)
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・直近時点で流入数・流出数の多い地域を示しています。
・自地域が吸引力を有している地域、流出抑制を検討すべき地域等を把
握できます。

・直近時点で転入数・転出数の多い地域を示しています。
・自地域が吸引力を有している地域、流出抑制を検討すべき地域等を把
握できます。

・社会増減の状況を年齢階級別に示しています。
・自地域の労働力に大きな影響を与える生産年齢層の社会移動の経年
変化等を把握できます。

・男女別の人口推移と合計特殊出生率を示しています。
・合計特殊出生率は自然増減（出生数）に直結する指標であり、低下傾向にある場合には、婚姻率の向上、女
性の地元定住促進、子育て支援等、政策面での対応が必要と考えられます。

・総人口の増減要因である、出生数・死亡数、転入数・転出数の推移を示しています。
・出生数と死亡数の推移から自然増減への対策、転出数・転入数の推移から社会増減への対策等、人口増減に
対する政策検討の方向性を検討する基礎的な材料となります。
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各論②　産業特性（製造業） 製造業の特徴を、規模・稼ぐ力・効率性の観点から産業中分類別に概観します。 茨城県潮来市

①事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移 産業構造マップ>製造業>製造業の比較　→　☝「時系列グラフで分析」 ②産業別製造品出荷額等の変化 産業構造マップ>製造業>製造業の構造　→　☝「産業構造変化を分析（特定年間）」

③産業中分類別従業者数・事業所数 産業構造マップ>製造業>製造業の比較　→　☝「時系列グラフで分析」　→　（ダウンロードデータより作成） ④産業中分類別製造品出荷額等 産業構造マップ>製造業>製造品出荷額等　→　（ダウンロードデータより作成）

2016年 2017年

【出典】　経済産業省「工業統計調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工、

　　　　　 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

【その他の留意点】　従業員数4人以上の事業所が対象。

【出典】　経済産業省「工業統計調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工、

　　　　　 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

【注記】　凡例の数値は最新年の数値を指す。

【その他の留意点】　従業員数4人以上の事業所が対象。

【出典】　経済産業省「工業統計調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工、

　　　　　 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

【その他の留意点】　従業員数4人以上の事業所が対象。

【出典】　経済産業省「工業統計調査」総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

【その他の留意点】　従業員数4人以上の事業所が対象。
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・自地域において出荷額規模の大きな産業を概観します。出荷額が大きく、かつ特化係数が１よりも
大きな産業は、規模・構成比の両面で主要な産業となっています。

・自地域における製造業の産業中分類別従業者数および事業所数を概観します。
・従業者数が多く事業所数の少ない産業は、一般に大規模工場等の存在する産業となります。

・産業中分類別の製造品出荷額等の推移を示しています。
・出荷額の大きな産業の把握や各産業における製造品出荷額等の増加・減少傾向を概観できます。

・製造業全体の事業所数、従業者数、製造品出荷額等の推移を概観します。
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各論③　産業特性（小売業） 小売業の特徴を、規模・稼ぐ力・効率性の観点から産業中分類別に概観します。 茨城県潮来市

①事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移 産業構造マップ>小売・卸売業（消費）>商業の構造　→　☝「産業構造変化を分析」 ②産業別小売業事業所数の変化 産業構造マップ>小売・卸売業（消費）>商業の構造　→　☝「産業構造変化を分析」

③産業中分類別従業者数・事業所数 産業構造マップ>小売・卸売業（消費）>商業の構造　→　（ダウンロードデータより作成） ④産業中分類別年間商品販売額 産業構造マップ>小売・卸売業（消費）>商業の構造　→　（ダウンロードデータより作成）

【出典】 経済産業省「商業統計調査」  総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

【注記】 2007年以降は、日本標準産業分類の大幅改定の影響や、「商業統計調査」と「経済センサス－活動調査」の集計対象範囲の違い等から、

　　　　　単純に調査年間（表示年）の比較が行えない。

【出典】

 総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

【出典】

 総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

【出典】 経済産業省「商業統計調査」  総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

【注記】 2007年以降は、日本標準産業分類の大幅改定の影響や、「商業統計調査」と「経済センサス－活動調査」の集計対象範囲の違い等から、

　　　　　単純に調査年間（表示年）の比較が行えない。
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・産業中分類別の年間商品販売額の構成比から、自地域において販売額規模の大きな産業を概観します。
・特化係数が１よりも大きな産業は、全国傾向よりも構成比が大きくなっており、特徴的な産業と言えます。

・自地域小売業の産業中分類別従業者数および事業所数を概観します。

・小売業の事業所数推移を産業中分類別に示しています。
・事業所数の多い産業の把握や各産業における事業所数の増加・減少傾向を概観できます。

・小売業全体の事業所数、従業者数、年間商品販売額の推移を概観します。
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各論④　産業特性（農業） 品目別農業産出額、就業人口、経営体規模等の観点から農業の特徴を概観します。 茨城県潮来市

①農業産出額・農業経営体数の推移 産業構造マップ>農業>農業産出額　及び農地分析　→　（ダウンロードデータより作成） ②品目別農業産出額 産業構造マップ>農業>農業産出額　→　（ダウンロードデータより作成）

　

農業産出額の推移 農業経営体数の推移 2017年

③経営体あたり農業産出額（地域間比較） ④年齢階級別農業就業者比率と平均年齢 ⑤農産物の出荷先別経営体数割合の推移
産業構造マップ>農業>農業産出額　→　☝「グラフを表示」 産業構造マップ>農業>農業者分析　→　（ダウンロードデータより作成） 産業構造マップ>農業>農業者分析　→　（ダウンロードデータより作成）

2015年

【出典】 農業産出額（都道府県単位）  農林水産省「都道府県別農業産出額及び生産農業所得」

　　　　　農業産出額（市区町村単位）  農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

　　　　　農業経営体数　農林水産省「農林業センサス」再編加工

【出典】　農林水産省「農林業センサス」

　　　　　 全国単位　　　　農林水産省「農業総産出額及び生産農業所得」

　　　　　 都道府県単位　農林水産省「都道府県別農業産出額及び生産農業所得」

　　　　　 市区町村単位　農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

【注記】　１経営体当たり農業産出額は、農業産出額を農業経営体数（家族経営体、

　　　　　 組織経営体の合計）で除した試算値である。

　　　　　 農業経営体には、販売なしの経営体を含む。

【出典】　農林水産省「農林業センサス」再編加工

【注記】　凡例の数値は最新年の数値を指す。

【出典】 　都道府県単位  農林水産省「都道府県別農業産出額及び生産農業所得」

　　　　　　市区町村単位  農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

【注記】 　「その他の畜産物」には、農林水産省「都道府県別農業産出額及び生産農業所得」及び「市町村別農業産出額（推計）」で示される

　　　　　　「鶏」から「鶏卵」と「ブロイラー」を減じた値を含む。

【出典】　農林水産省「農林業センサス」再編加工

【注記】　農業就業人口：農業従事者のうち、農業を主として従事した世帯員

　　　　　 凡例の数値は最新年の数値を指す。
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農協(59.94%) 農協以外の集出荷団体(20.60%)
小売業者(11.08%) 消費者に直接販売(3.69%)
卸売市場(1.56%) 食品製造業・外食産業(1.56%)
その他(1.56%)
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75歳以上(34.17%)
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・農作物の出荷先別にみた経営体の構成比を比較します。
・自地域の農産物がどこに出荷されているかを概観できます。

・年齢階級別にみた農業就業者数を概観します。
・農業の担い手の高齢化等の状況を確認できます。

・経営体あたりの農業産出額を比較します。
・他地域と比較した自地域の農業の生産性の高低を概観できます。

・品目別の農業産出額の構成比から、自地域において生産の大きな品目を概観します。
・産出額が大きく、かつ特化係数（自地域における品目Aの農業産出額構成比÷全国における品目Aの農業生

産額構成比）も高い品目は、産出額・構成比の両面で特徴的な品目と言えます。

・農業産出額および農業経営体数の推移を表示しています。
・自地域における農業生産の拡大・縮小傾向を把握できます。

1



各論⑥　産業特性（水産業） 海面・内水面漁業の特徴を、販売金額・経営体数等により概観します。 茨城県潮来市

①漁獲物等販売金額・漁業経営体数の推移 ②経営体あたり漁獲物等販売金額（地域間比較）

③漁獲物等販売金額帯別経営体割合（地域間比較） ④海面漁獲物等出荷先別経営体数の割合
産業構造マップ>水産業>海面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」　　　産業構造マップ>水産業>内水面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」 産業構造マップ>水産業>海面漁獲物等販売金額　→　☝「漁獲物等出荷先別販売金額」（ダウンロードデータより作成）

産業構造マップ>水産業>海面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成）

産業構造マップ>水産業>内水面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成）

産業構造マップ>水産業>海面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成）

産業構造マップ>水産業>内水面漁獲物等販売金額　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成）

内水面漁業（2013年）【都道府県単位】海面漁業（2013年）

【出典】 　農林水産省「漁業センサス」再編加工

【注記】 　販売金額=Σ（各階層中位数×各階層経営体数）最上位層の中位数は海面漁獲物16億円、内水面漁獲物1億5千万円として推計。

　　　　　　海面漁獲物等販売金額には海面養殖販売金額が含まれる。

　　　　　　内水面漁獲物等販売金額は、湖沼漁業販売金額（湖沼における養殖の収獲物を含む。）及び内水面養殖販売金額の計である。

【出典】 　農林水産省「漁業センサス」再編加工

【注記】 　販売金額=Σ（各階層中位数×各階層経営体数）最上位層の中位数は海面漁獲物16億円、内水面漁獲物1億5千万円として推計。

　　　　　　海面漁獲物等販売金額には海面養殖販売金額が含まれる。

　　　　　　内水面漁獲物等販売金額は、湖沼漁業販売金額（湖沼における養殖の収獲物を含む。）及び内水面養殖販売金額の計である。

【出典】 　農林水産省「漁業センサス」再編加工

【注記】 　販売金額=Σ（各階層中位数×各階層経営体数）最上位層の中位数は海面漁獲物16億円、内水面漁獲物1億5千万円として推計。

　　　　　　海面漁獲物等販売金額には海面養殖販売金額が含まれる。

　　　　　　内水面漁獲物等販売金額は、湖沼漁業販売金額（湖沼における養殖の収獲物を含む。）及び内水面養殖販売金額の計である。

　　　　　　凡例の数値は選択地域の数値を指す。

【出典】 　農林水産省「漁業センサス」再編加工

【注記】　 凡例の数値は最新年の数値を指す。

内水面漁業【都道府県単位】海面漁業 海面漁業（2013年） 内水面漁業（2013年）【都道府県単位】
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・海面漁獲物の出荷先別経営体数割合の推移を示しています。
・販路拡大、流通チャンネル分析等の基礎となる情報です。

・海面漁業、内水面漁業のそれぞれについて、漁獲物等販売金額帯別にみた経営体の構成比を地域間で比較します。
・自地域の経営体の経営規模を販売額の大きさの観点から概観できます。

・海面漁業、内水面漁業のそれぞれについて、経営体あたりの漁獲物等販売金額を比較します。
・自地域の水産業の生産性の高低を概観できます。

・海面漁獲物等販売金額と経営体数、および内水面漁獲物等販売金額と経営体数の推移を表示しています。
・拡大・縮小傾向を、販売金額と経営体数の変化から概観します。
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各論⑦　観光 日本人・外国人訪問客の状況を訪問者数・消費額等の観点から概観します。 茨城県潮来市

①(日本人)休日14時に指定地域に滞在した人口の居住都道府県別割合 ②観光施設等を目的地とした検索回数ランキング
まちづくりマップ>From-to分析（滞在人口）　→　☝「グラフを表示」 観光マップ>国内>目的地分析　→　☝「目的地検索ランキングを表示」

滞在人口合計：23,143人 （うち県外居住者：2,935人　県外割合：12.68%） 2018年（休日）
（2019年6月・休日14時） 交通手段：自動車 交通手段：公共交通

③(外国人)指定地域への国・地域別外国人訪問客数【都道府県単位】 ④(外国人)指定地域への移動相関分析　【都道府県単位】 ⑤(外国人)指定地域内での国・地域別消費額　【都道府県単位】
観光マップ>外国人>外国人訪問分析　→　☝「指定した都道府県で分析する」 観光マップ>外国人>外国人移動相関分析　→　☝「グラフを表示」 観光マップ>外国人>外国人消費の比較（クレジットカード）　→　☝「指定した都道府県で分析する」

2018年 2017年9月

【出典】 株式会社ＮＴＴドコモ・株式会社ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」

【注記】 滞在人口とは、指定地域の指定時間（4時、10時、14時、20時）に滞在していた人数の月間平均値（平日・休日別）を表している。

　　　　　滞在人口率は、滞在人口（株式会社ＮＴＴドコモ・株式会社ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」）÷国勢調査人口（総務省

　　　　　「国勢調査」夜間人口）で表される。

【出典】 ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社のカードデータを再編加工

【注記】 消費額は、外国人訪問客がクレジットカードを使用した消費額を地域別のシェア率等から算出した金額。

　　　　　国・地域は、カード所有者の居住地であるため、観光客以外の永住者・定住者による消費額も含まれる。

51,484人 79,355人

【出典】 　観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」

【注記】 　「地域別の訪日外客数＝地域別の訪問率【観光・レジャー目的】×訪日外客数×旅行目的

 　　　　　別構成比【観光・レジャー目的】」により推計している。 【出典】 国土交通省「FF-Data（訪日外国人流動データ）」

【出典】　株式会社ナビタイムジャパン「経路検索条件データ」

【注記】　検索回数は、同一ユーザの重複を除いた月間のユニークユーザ数。下記条件に全て該当した場合にのみ表示。

　　　　　・施設分類が、観光資源、宿泊施設や温泉、広域からの集客が見込まれるレジャー施設や商業施設に該当

　　　　　・年間検索回数が自動車は50回、公共交通は30回以上

　　　　　・年間検索回数が全国1000位以内または都道府県別50位以内または市区町村別10位以内
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直後に滞在した地域（2017年）

1位 東京都(46,898人)
2位 千葉県(7,491人)
3位 茨城県(5,773人)
4位 群馬県(3,223人)
5位 栃木県(2,921人)
6位 山梨県(2,766人)
7位 静岡県(1,751人)
8位 岐阜県(1,283人)
9位 大阪府(1,204人)
10位 宮城県(1,111人)
その他(4,934人)
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直前に滞在した地域（2017年）

1位 東京都(20,490人)
2位 茨城県(5,773人)
3位 栃木県(4,932人)
4位 神奈川県(4,918人)
5位 長野県(3,145人)
6位 千葉県(1,914人)
7位 福島県(1,829人)
8位 山梨県(1,572人)
9位 大阪府(1,570人)
10位 埼玉県(1,083人)
その他(4,258人)
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4.50%1.91%1.12%0.99%0.75%0.37%

県外居住者の地域別構成割合 1位 千葉県(1,361人)

2位 東京都(566人)

3位 埼玉県(334人)

4位 神奈川県(248人)

5位 栃木県(143人)

6位 群馬県(132人)

7位 山梨県(56人)

8位 福島県(33人)

9位 山形県(29人)

10位 静岡県(22人)

その他(11人)

・外国人によるクレジットカード消費額を国・地域別に示しています。
・どの国・地域からの訪問客による消費が活発なのかを概観できます。

・自地域に滞在した外国人訪問客が、直前・直後に滞在していた地域を
示しています。周遊ルート等の検討に活用できる情報です。

・外国人訪問客数を国・地域別に示しています。
・どこからの訪問客が多いのかを概観できます。

・自地域の観光施設等で、経路検索サービスにおいて目的地として検索された回数の多いものを表示します。
・自地域において集客力のある観光施設を把握できます。

・休日14時に自地域に滞在した県外居住者について居住都道府県別構成比を示しています。
・休日日中にどこからの訪問者が多いのかを把握できます。

1



各論⑧　雇用 有効求人倍率、一人当たり賃金の地域間比較・産業間比較等から雇用の特徴を概観します。 茨城県潮来市

①有効求人倍率の推移　【都道府県単位】 ②有効求人倍率（職種間比較）　【都道府県単位】 ③有効求人倍率推移（地域間比較）　【都道府県単位】
雇用／医療・福祉マップ>有効求人倍率　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成） 雇用／医療・福祉マップ>有効求人倍率　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成） 雇用／医療・福祉マップ>有効求人倍率　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成）

④一人当たり賃金（産業間比較）　【都道府県単位】 ⑤一人当たり賃金（地域間比較）　【都道府県単位】
雇用／医療・福祉マップ>一人当たり賃金　→　☝「グラフを表示」（ダウンロードデータより作成） 雇用／医療・福祉マップ>一人当たり賃金　→　☝「グラフを表示」

2018年

※本シートのグラフは、すべて都道府県単位の数値となります。

2018年10月

【出典】 　厚生労働省「職業安定業務統計」 【出典】 　厚生労働省「職業安定業務統計」 【出典】 　厚生労働省「職業安定業務統計」

【出典】 　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 【出典】 　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」
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・一人当たり賃金を地域間で比較します。
・自地域における賃金の傾向把握の他、賃金に関する政策実施が与えた影響等の把握に利用できます。

・産業別に一人当たり賃金を比較します。
・また、全国平均との比較により、全国よりも賃金水準の高い産業・低い産業を概観できます。

・有効求人倍率の推移を全国、他地域等を比較しています。
・自地域における雇用環境が全国や他地域と比較してどのような状況に

あるのかを概観できます。

・職種別に有効求人数、有効求職者数、有効求人倍率を比較します。
・職種間の有効求人倍率の違いを概観できる他、求職者数と求人数の

ミスマッチが生じている職種とその大きさを確認できます。

・有効求人数、有効求職者数、有効求人倍率の推移を示しています。
・自地域における雇用環境の変化を概観できます。

1



各論⑨　医療・福祉 医療数・病床数・介護施設数等の供給水準の面から医療・福祉の特徴を概観します。 茨城県潮来市

①要介護（要支援）認定者数の推移　【保険者単位】 雇用／医療・福祉マップ>介護需給　→　（ダウンロードデータより作成） ②人口10万人あたり医師数・一般病床数（地域間比較） 雇用／医療・福祉マップ>医療需給　→　☝「縦棒グラフで比較する」

③65歳以上人口10万人あたり介護施設数・事業所数（サービス種別・地域間比較） 雇用／医療・福祉マップ>介護需給　→　☝「縦棒グラフで比較する」　（ダウンロードデータより作成）

2018年度

【出典】 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」

【注記】要介護（要支援）認定者数とは、介護保険における要介護認定制度に基づき介護サービスの利用が必要であると認定された者。

　　　　　要介護認定制度及び要支援・要介護度(要支援１～要介護５）の区分については、下記URLを参照のこと。

　　　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/nintei/index.html

【出典】 厚生労働省「医療施設静態調査」、「医師・歯科医師・薬剤師調査」、「衛生行政報告例」、「患者調査」、総務省「人口推計」、

　　　　　「住民基本台帳に基づく人口」

【出典】 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」、「介護サービス施設・事業所調査」

　　　　　総務省「人口推計」、「住民基本台帳に基づく人口」
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すべての分類

（人）

・施設・居住系・在宅サービスの供給水準として、65歳以上人口10万人あたりの介護施設数・事業所数をサービス種別に示しています。
・全国水準等と比較することで、自地域の水準を把握できます。

・人口10万人あたりの医師数・一般病床数を示しています。
・全国および他地域と比較することで、自地域の水準を把握できます。

・福祉サービスの検討において重要な検討材料となる要介護（要支援）認定者数の推移を示しています。
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各論⑩　地方財政 各種財政指標、目的別歳出額構成比の地域間比較を行い、地方財政の特徴を概観します。 茨城県潮来市

①各種財政指標の比較分析 ②目的別歳出決算額の比較
地方財政マップ>自治体財政状況の比較　→　☝「地域間で比較する」 地方財政マップ>自治体財政状況の比較　→　☝「目的別歳出を見る 」

財政力指数 経常収支比率 実質公債費比率

構成比の比較（2017年度）

将来負担比率 人口あたり職員数 人口１人あたり人件費・物件費等の決算額

人口あたり水準の比較（2017年度）

ラスパイレス指数

財政指標

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

人口あたり職員数

人口1人あたり人件費物件費等の決算額

ラスパイレス指数

2017値

7.6%

52.1%

7.16人

98.0

131,434円

0.50

92.5%

【出典】 総務省「地方財政状況調査関係資料（財政状況資料集）」

　　　　　総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

【注記】 凡例の数値は選択地域の数値を指す。

19/44

28/44

28/44

25/44

【出典】 総務省「地方財政状況調査関係資料（財政状況資料集）」

【注記】 人口あたり職員数：都道府県の場合は人口10万人、市町村（特別区を含む）の場合は人口千人あたりの職員数。

順位

31/44

25/44

都道府県内

35/44

0

20

40

60

80

100

65歳人口

1人あたり老人福祉費

15歳未満人口

1人あたり児童福祉費

15歳未満人口

1人あたり教育費

15-64歳人口

1人あたり商工費

15-64歳人口

1人あたり農林水産業費

15-64歳人口

1人あたり労働費

総人口あたり

衛生費

総人口あたり

土木費

潮来市 全国平均

0% 20% 40% 60% 80% 100%

潮来市

全国平均

総務費(12.81%) 民生費(32.8%)

衛生費(9.29%) 労働費(0%)

農林水産業費(3.71%) 商工費(1.17%)

106.9 106.6 

98.4 
97.4 97.1 97.8 98.0 

85

90

95

100

105

110

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

潮来市 全国平均

130,501

127,115

118,754

127,775

130,459
132,072 131,434

105,000

110,000

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

(円)

潮来市 全国平均

6.97 
6.81 

6.88 
6.79 

7.18 7.21 7.16 

6

7

7

8

8

9

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

(人)

潮来市 全国平均

21.5%
16.6% 14.6%

8.8%

41.6%

48.7%
52.1%

0%

20%

40%

60%

80%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

潮来市 全国平均

10.2%

8.3%

6.6%

5.6% 5.4%

6.3%

7.6%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

潮来市 全国平均

88.5% 88.5% 88.9%

92.5% 91.9%

94.7%

92.5%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

潮来市 全国平均

0.52 

0.50 0.50 

0.49 0.49 0.49 

0.50 

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

潮来市 全国平均

・自地域の歳出額を目的別に示しています。構成比および人口あたり水
準の面から、自地域の歳出構成の特徴を概観することができます。

・自治体の財政状況を示す主要な財政指標（財政力指数、実質公債費比率等）の推移を示しています。
・全国平均との比較を行うことで、自地域の財政状況の健全度を分析することができます。
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